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ＦＰの活動領域は幅広く、税務・社会保障などのさまざまな業務
領域にかかわる必要があります。一方、それらの既成の専門領域に
は、国家資格を有する別のプロが存在しています。意図的でないと
しても、独占業務を有する士業の業務領域に踏み込んでしまうこと
や、消費者契約法などの順守しなければならない各種の法令に
抵触してしまうことは許されることではありません。

※体裁・内容等、一部変更になる場合がございます。
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金融サービス提供法、特定商取引
法、個人情報保護法・マイナンバー
制度など、日常活動のなかで定めら
れているルールを理解していないと、
知らずに脱法行為を行ってしまうこ
とになりかねません。ＦＰとして活動
する際に気をつけておきたい各種法
令の概要と、日々の業務のなかでの
注意ポイントなどをまとめています。
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順守
しなければ
ならない
各種の法令

税理士法などに抵触しないよう
な活動が必要…と言われたとし
ても、具体的にどんなことをして
はいけないのかということを知っ
ている人は少ないものです。法に
よって定められた国家資格者の
独占業務を解説し、ＦＰとして踏
み込んではならない領域を明確
にします。

独占業務を
有する
士業との
境界領域

～その活動領域と守るべきルール～
「知らなかった」では済まされない・・・

本書は、「知らなかった」では済まされない法令等の基本的ルールと、
ＦＰとしての職業倫理をわかりやすく解説しています。
汎用的な内容となっていますので、独立系ＦＰ・企業内ＦＰを問わず、
多くの方々にお読みいただける一冊です。


